












































































































































































































































































































































































田村由美編著『新しいチーム医療 看護とインタープロフェ ッショ ナル・ワーク入門』看
護の科学社、東京、 2012
細田満和子『「チーム医療j とは何か一医療とケアに生かす社会学からのアプローチ』日
本看護協会出版会、第3刷、 2015
Mildred Blaxter、渡辺義嗣訳『健康とは何か一新しい健康観を求めて－』第2版、共立出
版、 2011
矢崎義雄、南裕子『対談 わが国における医師と看護師のスキノレミクスを考える』週間医
学界新聞、第 2819号、 2009
11健康か病気かという二元論的観点は「医学モデノレjにもとづく健康観、あるいは医療専門家の主導性、
優位性と言い換えられ、医療技術の高度化、増大のなかで人々の潜在能力を低め、医療依存性を高めてき
た。それへの批判から、代替ノぞラダイムとしての「健康生成論Jが展開され、「生活モデ、ノレJへの実質的
な転換が推し進められた（MildredBlaxter 2011）。これは、「医師志向型システム／疾病志向型システ
ムJから「患者志向型システム／問題志向型システム」 への転換とも言い換えられ、患者志向等にもとづ
く「チーム医療J（細田 2015）は、「生活モデ、ノレJの前提としていることの証左で、ある。
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